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研究概要 

 主に経済連携をめぐる看護・介護部門における日本の受け入れ状況と、インドネシア、

フィリピンにおける送り出し状況について、GCOE、厚生労働科研と笹川助成金研究を用

いて研究を継続した。また日本国内における外国人住民における介護職への従事の実態に

ついても研究を行った。これらについては 7 か所全国各地で実践者会議やワークショップ、

フォーカスグループディスカッションを実施した。こうした成果については 200 ページ余

りの報告書を英語と日本語で作成した。 

 コアプロジェクトにおいて移動班を担当し、出版に向けて研究会などを組織した。また

「老いるアジアの担い手問題」、および「多文化社会とケア」という研究会を組織し、出版

に向けて研究に従事した。両方とも GCOE より出版を計画しているところである。 

教育概要 

GCOE における教育プログラムの企画・実施に従事した。主に東アジアジュニアワークシ

ョップ、次世代グローバルワークショップ、国際会議の企画・実施等を挙げることができ

る。前者の東アジアジュニアワークショップは従来の台湾大学に加え、ソウル大学も加わ

った。また学生支援機構の SSSV プログラムの獲得により 23 名の報告と 3 名の教員による

基調講演があり充実したものとなった。後者については初めてのソウルでの開催となり、

41 名が報告を行った。従来と同じく外国語学習支援制度、英文校閲、発表演習などを行い、

英語での発表に無理のない教育支援体制をとった。授業は英語講読、オムニバス講義(日本

語)を担当した。 
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